



















































しかも、『上人伝要解』の最後に記された創作年が 1630 年（S.V. 1687）




行詩 dohā が配置される段落構成で全 121 dohā ある。 
 この作品がラーマ信者たちの熱烈な歓迎を受けた一方で、研究者か
らは多くの疑義が出された 1。第一に、この作品が突如 20 世紀になっ
て出版されはしたものの、その写本の存在が疑わしいからである。ヒ





























S.V.1554       誕生 
  S.V.1561    (7 歳) 入門 
  S.V.1583   (29 歳) 結婚 
 S.V.1589   (35 歳) 出家と妻の死 
 S.V.1607   (53 歳) ラーマ神との出会い 
 S.V.1616  (62 歳) スールダースの訪問 
 S.V.1628   (74 歳) 『ラームギーターヴァリー Rāmagītāvalī』、『クリ
シュナギーターヴァリーKṛṣṇagītāvalī』執筆 
 S.V.1633   (79 歳) 『ラームチャリットマーナス』完成 
  S.V.1641   (87 歳) ヴァールミーキ『ラーマーヤナ』を書写 
 S.V.1642   (88 歳) 『サトサイヤー Satasaiyā』執筆 




ー・マンガル Pārvatī maṅgala』執筆 
S.V.1969  (115 歳)  友人トーダル・マル死去、『ハヌマーン・バーフ
ク Hanumāna bāhuka』執筆 
S.V.1670 (116 歳)  ムガル皇帝ジャハンギールとの出会い 
S.V.1672  (118 歳)  『ヴァイラーギャ・サンディーパニーVairāgya 
sandīpanī』、『ラーマージュニャー Rāmājña』執筆 




























































































Beṇīmadhavadāsa, n. d., Mūla Gosāī-Carita, Gorakhpur: Gita Press. 
                                                        
2 現時点で筆者が確認している『上人伝要解』のテキストは、上述の
ギータープレス社以外に、Sītārām Caturvedī etc. ed., Tulasī-granthāvalī, 
3rd. vol., Kāśī: Akhil Bhāratīya Vikrama Pariṣad, 1973, 81-100 と Nāgarī 
Pracāriṇī Patrikā, Bhāg 7 Aṅk 4, S.V. 1983(1926)がある。また、ギーター
プレス社からは 1934 年と 1937 年と雑誌 Kalyāṇ の Mānasāṅk 特別号の
1938 年に同テキストが出版されたということであるが [Lutgendorf 
1994: 69]、筆者がギータープレス社を訪問した際には一冊しか保管さ
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Writing in India, Wiesbaden: Harrasowitz Verlag. 
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6 udaye hulasī udagahāṭihi te (喜びが沸き起こり開いた). udaghāṭihi に対
して Nāgarī Pracāriṇī Patrikā では ura ghāṭihi になっている。本翻訳で
は、こちらを採用し、hulasī を後に登場するトゥルシーダースの母の












































































                                                        
11 ラージャープルの隣の町。 


















































































































































                                                        
18 本テキストではこれ以降トゥルシーが使われるようになる。学習期
を終えて一人前になったとして呼び名が変化したと推察できる。 


































                                                        
20 苦行中のヴィシュヴァーミトラ仙がインドラ神の命により現れた
天女メーナカーに心奪われた神話。 
21 baraṣāsana. 一年分の食事 (baraṣa+asana) の意味があるが、ここでは
通らないため、村の名と解釈した。baraṣa 雨季や雨との関連も考えら



























                                                        
22 聖地プラヤーグのガンジス川とヤムナー川の合流点。 
23 phaphahāṃ プラヤーグ（現アラーハーバード）内の地名。 
24 raghuvīrapurī ラーマの町＝アヨーディヤー。 





























































                                                        
27 ここではトゥルシーダースは munirāī（聖者の王）と記されている。 
28 チットラクート近くの森の名。 









































































                                                        


































                                                        
34 現在もハリヴァンシャの信者たちが管理するニクンジャの東屋。伝
承では毎夜ラーダーとクリシュナが戯れる場所という。 
35 McGregor によれば、Benī という名の三人の詩人がいたという。そ
のうちの二人か？[McGregor 1984: 186] 








































                                                                                                                                    


































                                                        


































S.V.: Vikrama Saṃvat 
 
追記：本研究は JSPS 科研費 23520429 の助成を受けたものである。 
                                                        
42 シーターマリーのこの木の場所にヴァールミーキの庵があり、ラー
マに捨てられたシーターが身を寄せていたという。現在も伝承が語ら
れている同名の地がある。 
43 「美しいカビット詩を著した」とは、トゥルシーダースが『カヴィ
ターワリー Kavitāvalī』を著したことを指している。 
